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１. 10月の活動 

1. １2月の活動  

ヒヤリハット:  なし 

２．活動スナップ   

   

2日 シニア自然大学校初めての竹林整備 3日 見立ヒノキ林での昼食で山鳥の訪問 9日 偶数月の機材整備で安全活動を下支え 

   

10日 右近の上部広場エリアは計画達成 12日 さともり申請地の大阪府による視察 16日 銭原ケヤキ林西では倒木の整理 
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３・フラッシュニュース   

新年あけましておめでとうございます。 

 昨年は人工林の整備などの育林活動が本格的に実施できた年となりました。ヒノキ人工林間伐目標３０

００本に対し、活動開始以来１２月末で間伐本数１６００本となりました。整備している各ヒノキ林が景

観上も美しくなり先が見えてきました。又コロナの影響を受けながらも、定例活動はほぼ目標通りの実施

が出来ました。特別活動に於いても「夏の親子教室」の実施、更に３年ぶりに復活の農業祭への出店をい

たしました。 

一昨年から実施の消防研修も、昨年は５９名の消防隊員に実施し大変高い評価を得ています。又アドプ

トフォレスト活動などの間伐体験や、ネット茨木森林整備活動に於いても、ナラガレ大径木の処理などに

より地元から感謝されるなど、守る会の技術力や指導力を発揮する事が出来ました。 

ここ数年守る会に対する周囲からの期待度が高まっており、本年は複数の新しいフィールドの提案もい

ただいています。次年度から実施出来るよう、年始明けから各種の調査に入ります。コロナが何とか終息

し、平常の活動に戻れる予感もしてまいりました。 

会員同士の和を広げる活動の再開も含め、安全に楽しく活動できる年となる事を願っております。                

茨木里山を守る会 会長 佐野 毅 
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５．1・2月の活動予定   

 

 


